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功 績 の 概 要

　本会は、大地震や風水害等の大規模災害に備え、「わが身わが命は自
分で守る」　ことを基本精神として、地域に根ざした自主的な防災活
動・被災地支援活動を行い、会員自身のスキルアップと地域での防災・
減災活動の普及に取り組むことで、平成７年の設立当初から長きにわた
り地域防災力の向上に尽力している。
平時には、地元自治体や社会福祉協議会、ボランティア団体等と連携
し、防災訓練や住民向けの防災講座等による啓発活動に積極的に取り組
んでいるほか、実災害発生時には、地域における避難所の支援や復旧支
援に尽力してきたほか、遠方における災害被災地にも支援物資を届ける
など、その活動は幅広い分野に及んでいる。
　市原市において実施している「いちはら市民大学「防災コース」」に
おいては、 講師として座学のほか、グループワークや図上演習を取り
入れた講座を実施し、自主防災組織など地域の防災リーダーの育成を
図っているほか、市内各地域に出向き、防災訓練やイベントでの啓発活
動や地区防災計画の策定に向けた勉強会やワークショップ、さらには、
将来の地域防災を担うこども向けの防災実技指導などにも取り組み、地
域の防災に対する意識の醸成と知識・技術の向上に大きく貢献してい
る。
　令和７年度は、従来の活動に加え、千葉県防災研修センターにおいて
も講師として活動事例紹介を行い、日頃の備えや地域と連携した防災活
動の具体的な方法等を、市内に限らず県民に広く周知・啓発する役割を
担った。
　また、東日本大震災などこれまで日本各地で発生した大規模災害の被
災地に対し、支援物資や義援金による支援を実施してきたほか、令和元
年房総半島台風災害時には、避難所運営支援や災害ボランティアセン
ターの運営に当たり、支援団体等とも　連携して復旧支援活動を行うな
ど、実災害においても、共助による防災活動の牽引役を担っている。
　本会は、これら平時・有時において自治体や地域、各種支援団体など
と連携し、継続的に防災活動に取り組むことで、自助・共助・公助をつ
なぐ役割を果たしており、地域防災力の向上に関する多大な功績をあげ
ている。
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